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のうりょく ようせい じっさい かつどう もくてき
コミュニケーション能力を養成するためには、クラスでも実際のコミュニケーション活動（目的

じょうほう おこな ひつよう
のある情報のやりとり）を行うことが必要です。そのためには、インタビューやロール・プレイ

かつどう おこな かつどう あい て はつ わ り かい しつもん こうどう
などの活動を行いますが、それは、これらの活動が、相手の発話を理解し、さらに質問したり行動した

もくてき かつどう かつどう きょう し
りといった目的のあるコミュニケーション活動になっているからです。これらの活動は、教師によって

てい じ ぶんけい おな く かえ れんしゅう おお あい て はんのう たし
提示された文型を同じように繰り返すだけの練習とは大きくちがい、相手の反応を確かめながらすすめ

き ほんてき おこな この おおにんずう
ていくものですから、基本的にはペアやグループで行うことが好ましいです。しかしながら、大人数ク

こんらん さ かつどう く ふう ひつよう
ラスでは、クラスの混乱を避けながら活動をすすめていくための工夫が必要になります。

こんかい がくしゅうしゃどう し かつどう なか と あ おおにんずう おこな ほうほう かんが
今回は、学習者同士の活動の中でペアワークを取り上げ、大人数クラスで行うための方法を考えてみ

おも
たいと思います。

◆ペアワークのいろいろ

おおにんずう がくしゅうしゃどう し かつどうけいたい かんたん
大人数クラスでの学習者同士の活動形態を簡単にまとめてみましょう。

いっせいがた
●１一斉型ペアワーク

ぜんたい ふた り いっせい かい わ
クラス全体を２人ずつにわけて、それぞれが一斉に会話をします。

ちょうしょ がくしゅうしゃひと り ひと り はつ わ りょう おお みじか じ かん れんしゅう
長所：学習者一人一人の発話量が多くなり、短い時間にたくさん練習できます。

けってん ぜんたい がくしゅうしゃぜんたい はつ わ きょう し かんさつ
欠点：クラス全体がうるさくなります。学習者全体の発話を教師が観察するこ

とがむずかしいです。

きょう し がた
●２教師コントロール型ペアワーク

ぜんたい ふた ひと り
クラス全体をAとBの２つのグループにわけます。Aグループの１人がBグルー

ひと り かい わ
プの１人と会話します。

ちょうしょ いち ど はな ふた り きょう し がくしゅうかつどう かん り
長所：一度に話すのは２人だけなので、教師が学習活動を管理しやすいです。

けってん くら がくしゅうしゃひと り ひと り れんしゅうりょう すく
欠点：�に比べると、学習者一人一人の練習量が少なくなります。

がくしゅうしゃはっぴょうがた
●３学習者発表型ペアワーク

つうじょう はっぴょう つか ひと り がくしゅうしゃ
通常はスピーチなどの発表によく使われるものですが、１人の学習者（A）が

ほか かい わ
クラスの他のメンバー（B）と会話します。

ちょうしょ けってん おな
長所・欠点：�と同じです。

ない
●４グループ内ペアワーク

かつどう べつ おこな ず はな ほか
�や�の活動をグループ別に行うものです。図では、AとBが話し、他のメンバ

き
ーは聞いています。

ちょうしょ がくしゅうしゃひと り ひと り はつ わ りょう おお
長所：学習者一人一人の発話量が��より多いです。

けってん がくしゅうかつどう かん り
欠点：��よりも学習活動を管理するのがむずかしいです。

かい わ にんずう おお むずか
会話のクラスでペアワークをしたいのですが、クラスの人数が多くて難しいです。

かつどう
こういう活動はしなければいけないのでしょうか。

かいがい に ほん ご おし きょう し ちょくめん
このコーナーでは、海外で日本語を教えるときに、教師が直面

おも もんだい しつもん こた かたち どくしゃ
すると思われる問題をとりあげ、質問に答える形で、読者のみ

さんこう じょうほう ていきょう
なさんの参考になる情報を提供していきます。
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おおにんずう すす かた
◆大人数クラスでのペアワークの進め方

かつどう なが かんが
●１活動の流れを考える

おおにんずう がくしゅうしゃどう し かつどう おこな ず
大人数クラスで学習者同士の活動を行うには、図�～

かつどうけいたい じょう ず く あ
�の活動形態を上手に組み合わせるとよいでしょう。す

きょう し がくしゅう かん り かつどうけい
なわち�や�のような教師が学習を管理しやすい活動形

たい がくしゅうしゃ じ ゆう ど たか かつどうけいたい だん
態から、�のような学習者の自由度が高い活動形態へ段

かい か こんらん すく
階をおって変えていくと、クラスの混乱が少なくなりま

かつどう なが ひだり ず かつどうけいたい もと
す。活動の流れを、左の図の活動形態に基づいてまとめ

てみましょう。

きょう し かつどう どう き づ かつどう ひつよう ご
� 教師が活動の動機付けをします。活動に必要な語

い ひょうげん かくにん きょう し ぜんたい せつめい
彙や表現を確認します。（教師がクラス全体に説明）

きょう し かつどうほうほう せつめい なんにん がくしゅう
� 教師が活動方法を説明したあとで、何人かの学習

しゃ かくにん ず
者にさせてみて、できるかどうか確認します。（図

��）

がくしゅうしゃどう し じ ゆう かつどう ず

 学習者同士で自由に活動させます。（図��）

がくしゅうしゃ かつどうせい か はっぴょう
� 学習者に活動成果を発表させ、フィードバックを

おこな ず
行います。（図��）

がくしゅうしゃ かつどう じょう ず ば あい だんかい
学習者が
の活動が上手にできない場合は、�の段階

じ かん かつどう みじか
に時間をかけ、
の活動を短くするとよいです。

ぜんたい かつどう く ふう
●２クラス全体を活動にまきこむ工夫をする

ず かつどうけいたい がくしゅうしゃどう し かつどう ば
図��のような活動形態で学習者同士の活動をする場

あい かい わ さん か がくしゅうしゃ たいくつ
合は、会話に参加していない学習者を退屈させないこと

たいせつ かんたん ほうほう ほか ひと かい わ ないよう
が大切です。簡単な方法としては、他の人の会話の内容

しつもん かんが かつどう
について質問するなど、いっしょに考えさせ活動にまき

こむようにしましょう。

がくしゅうしゃ せきにん も
●３学習者に責任を持たせる

おこな がくしゅうしゃどう し きょうりょく きょう し
ペアワークを行うには、学習者同士が協力し、教師に

きび かん り せきにん も じ ぶん がくしゅう すす
厳しく管理されなくても責任を持って自分の学習が進め

ひつよう あやま
られるようになることが必要です。そのために、誤りの

ていせいなど がくしゅうしゃどう し おこな
訂正等をできるだけ学習者同士で行わせるとよいでしょ

う。

しょきゅう かつどうれい
◆初級のペアワークの活動例

り よう そんざいひょうげん
インフォメーション・ギャップを利用して存在表現の

こうとうれんしゅう おこな
口頭練習を行ってみましょう。

こくばん へ や み と ず まど など
� 黒板に部屋の見取り図（窓、テーブル、いす等が

がくしゅうしゃ へ や か てい
ある）をかき、学習者の部屋であると仮定する。

（図	－１）

きょう し がくしゅうしゃぜんたい へ や
� 教師は学習者全体に「部屋にほかになにがありま

しつもん がくしゅうしゃ そうぞう じ ゆう こた
すか」と質問し、学習者は想像して自由に答える。

きょう し がくしゅうしゃ こた いつ えら

 教師は学習者の答えから５つのものを選んで「～

しつもん がくしゅうしゃ そうぞう
はどこにありますか」と質問する。学習者は、想像

つか こた きょう し
して「～は……にあります」を使って答える。教師

こた え くわ かつ
は答えをきいて、それを絵にかき加えていく。（活

どう どう き づ ご い ひょうげん かくにん
動の動機付け、語彙や表現の確認）

こくばん え いつ け み と ず
� 黒板の絵の５つのものを消し、見取り図だけにす

がくしゅうしゃ おな え え
る。学習者は同じ絵をノートにかき、それぞれの絵

いつ す くわ
に５つのものを好きなところにかき加える。

がくしゅうしゃふた り まえ で いつ
� 学習者２人（A、B）が前に出る。Aが５つのもの

へ や え
をどこにかいたか（Aの部屋の絵）をあてるために、

ぜんいん こうたい しつもん こた
クラス全員が交代でAに質問する。BはAの答えを

こくばん え いつ くわ ほか がく
きいて黒板の絵に５つのものをかき加える。他の学

しゅうしゃ こくばん え み かんが
習者も黒板の絵を見ながらいっしょに考える。（図

かつどうほうほう かくにん
	－２ 活動方法の確認）

かつどう おこな いつ じ ゆう
� �の活動をペアで行う。５つのものはペアで自由

き がくしゅうしゃどう し じ ゆう かつどう
に決めてもよい。（学習者同士の自由な活動）

はっぴょう かつどうせい か はっぴょう
� いくつかのペアが発表する。（活動成果の発表）

かつどうけいたい く ふう いっせいがた

活動形態の工夫：�の一斉型ペアワークがむずかしい

ときは

ほか がくしゅうしゃ し めい く かえ
・�を他の学習者を指名して繰り返す。

にん なか
・１クラスを４～５人のグループにわける。その中の

ひと り え ほか がくしゅうしゃ こうたい しつもん
１人の絵をあてるために、他の学習者が交代で質問

する。

かつどうけいたい すこ か ふん い き か しつもん い けん ま
活動形態を少し変えてみるとクラスの雰囲気が変わるかもしれません。このコーナーへの質問やご意見をお待ちしてい

たんとう ふじなが に ほん ご こくさい せんにんこう し ごう たんとうしゃ か
ます。 担当：藤長かおる（日本語国際センター専任講師） ＊３２号から、担当者が変わりました。

さんこうぶんけん しゅう
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